
本日の意見交換のポイント

① 地域課題に対応する交通モード等に関する知見の共有について

② 各事業者が抱える現状課題について

新たな交通モードの導入を前提としているものではなく、市の課題の一つである「勾配」や「狭隘道路」といった
地域特性に対しての施策検討にあたり、事業者の皆様の視点からご意見や知見を

伺うものです。また、いただいたご意見は、交通計画策定に伴う事業等を検討する際の要素の一つとして活用することを
想定しています。
和光市地域公共交通計画の策定に際し、和光版MaaSの構築に向けた交通モードの検討を、本計画に位置付けることを想

定しています。

市民アンケート等から把握された移動ニーズや不便な点を踏まえ、各事業者が抱える運行上の課題や制約を共有すると
ともに、市との連携の可能性や、市内循環バスの再編、新たな交通モードの検討に当たって考慮すべき事項について、
ご意見を伺うものです。

資料5

③ 外環側道バス専用車線の規制緩和の検討について

外観側道に整備されたバス専用車線につきまして、タクシー車両等の通行を認める規制緩和方針について、市の現状認
識を共有するとともに、事業者の皆様にご意見を伺うものです。
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